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各      位 

会 社 名  ダイニック株式会社 
代表者名  取締役社長  細田 敏夫 
（コード番号 3551 東証第 1部 ） 

問合せ先  本社財務部長  天野 高明       
（TEL．03－5402－3132） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 16 年 5 月 25 日の決算発表時に公表した平成 17 年 3 月期（平成
16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 
 

記 
 
１．平成 17 年 3 月期中間業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 16 年 5 月 25 日発表） １６，０００ ６００ ４００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １６，２００ ８００ ４９０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ２００ ２００ ９０ 

増 減 率            （％） １．２ ３３．３ ２２．５ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 9 月期） １４，４７２ １１７ ５１５ 

 
２．平成 17 年 3 月期中間連結業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 16 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 16 年 5 月 25 日発表） ２２，０００ ７００ ４５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ２２，０００ １，０００ ６００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ― ３００ １５０ 

増 減 率            （％） ― ４２．９ ３３．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 9 月期） ２２，９３５ ２４９ １，０４９ 

 



３．平成 17 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日） 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 16 年 5 月 25 日発表） ３２，０００ １，３００ ８５０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３２，５００ １，６００ １，０００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ５００ ３００ １５０ 

増 減 率            （％） １．６ ２３．１ １７．６ 

（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 3 月期） ３０，９６８ ９６８ ８１８ 

 
４．平成 17 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成 16 年 4 月 1 日 ～ 平成 17 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 
（平成 16 年 5 月 25 日発表） ４４，０００ １，５００ １，０００ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ４４，５００ ２，０００ １，２００ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） ５００ ５００ ２００ 

増 減 率            （％） １．１ ３３．３ ２０．０ 

（ご参考） 
前期実績（平成 16 年 3 月期） ４５，１８６ １，０１８ １，２９０ 

 

５．当中間期業績予想および通期業績予想修正の理由 

 

①個別業績 

中間期につきましては、不採算品の収益力改善に全社あげて取り組み、コストダウンを徹底的に進

め、製造原価の引き下げ更に一般管理費の圧縮も強化した結果、多大な成果が得られました。その結

果、経常利益は期初予想を２００百万円（３３．３％）、当期純利益は期初予想を９０百万円（２２．

５％）上回る見通しであります。 

 

通期につきましては、原油高の影響によるコストアップも懸念されますが、引続き更なるコストダ

ウン、活動を強力に推進します。その結果、経常利益、当期純利益とも期初の予想を上まわる見通し

であります。 

 

②連結業績 

中間期につきましては、個別業績の上方修正に加え連結子会社も当初計画を上回る業績となりまし

た。又、前期に有利子負債を大幅削減した効果により支払利息も減少いたしました。その結果、経常



利益は期初予想を３００百万円（４２．９％）、当期純利益は期初予想を１５０百万円（３３．３％）

上回る見通しであります。 

 通期につきましては、個別業績と同様に連結子会社も世界的な原油高、金利の動向及び為替変動に

よる影響が懸念されますが、更なる製造コストの引き下げや管理費の圧縮に努めてまいります。 

個別業績の上方修正と連結子会社の収益改善見込みにより経常利益、当期純利益とも期初の予測を上

回る見通しであります。 

 

 

以   上   


